
サイバーポート（港湾物流）（以下、サイバーポートとする）に係る各種資料の説明を以下にまとめます。

＜各資料の目的説明＞
№ 資料名 資料の目的 対象者　※１ 掲載場所
1 概要説明資料 目的・概要・導入効果を理解する。 ・代表者 ・ポータルサイト

・現場責任者 　（各種資料ページ）

2 詳細説明資料 システムの特徴・主な機能を理解する。 ・代表者 ・ポータルサイト
・現場責任者 　（各種資料ページ）

3 利用手引き システムの利用方法・運用ルールを理解する。 ・現場責任者 ・Cyber Portログイン後
・現場担当者 　の各種資料ページ

・運営者より送付　※２

4 操作マニュアル Web画面の具体の操作方法を理解する。 ・現場担当者 ・Cyber Portログイン後
　※Web画面（GUI）で利用する場合 　の各種資料ページ

・運営者より送付　※２

5 API利用ガイダンス API連携の具体の利用方法・仕様を理解する。 ・システム担当者 ・Cyber Portログイン後
　※API連携で利用する場合 　の各種資料ページ

・運営者より送付　※２

※１ 対象者
・ 代表者 ・・・ 企業の代表者等の意思決定者。
・ 現場責任者 ・・・ 実際にサイバーポートを利用する部署等の責任者。
・ 現場担当者 ・・・ 実際にサイバーポートを利用する担当者。
・ システム担当者 ・・・ API連携でサイバーポートを利用する企業のシステム担当者。

※２ 利用申請がお済みでない方で利用手引き・操作マニュアル・API利用ガイダンスを確認したい場合は、運営者より
送付致します。資料請求は、ポータルサイトの問合せ・ご意見画面にて、お問合せください。

各資料が想定している対象者・状況は以下のとおりです。

＜各資料の対象者と状況まとめ＞

対象者 状況 初めての方 利用を検討している方 利用方法を検討している方 既に利用している方

代表者

現場責任者

現場担当者

システム担当者 ５．API利用ガイダンス

-

-

-

各種資料説明

１．概要説明資料 ２．詳細説明資料

３．利用手引き

４．操作マニュアル

- -

-
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各資料の別紙や補助資料について、以下にまとめます。適宜ご参照ください。

＜各資料の別紙・補助資料＞
№ 資料名 資料の目的 対象者 掲載場所
1 ・現場責任者 ・Cyber Portログイン後

・現場担当者 　の各種資料ページ
・システム担当者 ・運営者より送付　※３

2 ・現場責任者 ・Cyber Portログイン後
・現場担当者 　の各種資料ページ
・システム担当者 ・運営者より送付　※３

3 ・現場責任者 ・Cyber Portログイン後
・現場担当者 　の各種資料ページ
・システム担当者 ・運営者より送付　※３

4 ・現場責任者 ・Cyber Portログイン後
・現場担当者 　の各種資料ページ
・システム担当者 ・運営者より送付　※３

5 ・システム担当者 ・ポータルサイト
　（リンクページ及び
　　各種資料ページ）
・Cyber Portログイン後
　の各種資料ページ

6 ・システム担当者 ・Cyber Portログイン後
　の各種資料ページ

7 ・システム担当者 ・Cyber Portログイン後
　の各種資料ページ
・運営者より送付　※３

8 ・現場責任者（管理者） ・Cyber Portログイン後
　の各種資料ページ
・運営者より送付　※３

9 ・代表者 ・ポータルサイト
・現場責任者 　（各種資料ページ）

10 ・代表者 ・ポータルサイト
・現場責任者 　（各種資料ページ）

※３ 別紙・補助資料につきましても、利用手引き・操作マニュアル・API利用ガイダンスと同様に、ポータルサイトの
問合せ画面より資料請求頂けます。

データ項目定義書

システムインター
フェース仕様

明細行CSVファイル
定義書

サンプルプログラム

Swagger（検証（サン
ドボックス）環境）

Swagger（本番環境）

コード一覧

各帳票のデータ項目の確認を行う。

netNACCS連携時のインターフェース仕様の確認
を行う。

帳票の明細行のCSV入出力機能利用時のファイ
ル定義の確認を行う。

API接続の為の個社システム構築作業時に参考
用サンプルプログラム。

利用者一括取込の機能利用時に取込ファイルの
生成のための補助ツール。（管理者向け）

検証（サンドボックス）環境におけるAPI接続の為
の個社システム構築作業時及び個社システムの
メンテナンス時において、APIの仕様の確認を行
う。

本番環境におけるAPI接続の為の個社システム
構築作業時及び個社システムのメンテナンス時
において、APIの仕様の確認を行う。

業務コードの確認を行う。

船社データ連携機能
について（荷主・海貨
向け）

船社データ連携機能と機能を利用までの流れを
理解する。

NACCS連携機能に
ついて

NACCS連携機能と機能を利用するまでの流れを
理解する。

利用者一括取込用
CSV作成補助ツール
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